
　4 月 25 日、
理科の徳田先
生と体育の畔

上先生に、ユネスコスクー
ルとして、高島第一中学校
がSDGsの達成に向けて取
り組んでいることについ
て、お話を伺いました。～  　
「４年程前にユネスコス

クール加盟を申請してから、その活動を継続しているのを認めら
れました」「授業では、美術の授業で環境のポスターを作ったり、
理科の授業で使っている消費電力量と電気料金を調べて、節電の
大切さを学んだりしました。また、特別支援学級や園芸部が中心
になって、ひまわりやピーマン、なす、 トマト、きゅうり、トウモロ
コシ、ブロッコリー、カリフラワー、大豆、 わた、ベリー、バナナな

どを育てました（左上写真）。NPO法人センスオブアー
スを招いて、大豆の育て方を学び、みそを作る体験を
しました」「コンポストを作って、植物や落ち葉・腐葉
土を容器に入れ、たい肥を作って、畑にまき、ごみの
削減をしています」「コンタクトレンズの空き容器を回収
し、アイシテイ eco プロジェクトに寄付、１年で 5,100
個の空きプラ容器をリサイクルしました」

～実効のあるすばらしい取り組みですね。
　
　

「どの教科でもどの学年
でも取り組みましょう。」
―柳沢前校長の言葉

2023年度　　地球をまもる子どもたち　
SDGs 2030 ゴールをめざして

SDGs
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2022 年 11月に加盟が認定されました
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大豆って何がすごいかの
プレゼンテーションを
真剣に聞き考える

高一中で育てたやさいの豊かさ‼
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●土に植えるのが楽しかった ◯洋服
に使われているのを初めて知った □わ
たと種を分けるのが楽しかった ◎タネ
が油になるなんて　～わたの役目につ
いて、いろいろ見たり自分の服に触った
りして考え、体感からわたに触れ、わ

たの役目や大切さを感じ取りました。
先生より▶▶「わたが植物だというおどろき！」「衣服は

身近で親しみやすいものだったことも楽しんでいた」「保

育者も初めて知ることや、わたと種を分ける機械など

初めて見るものもあり、とても勉強になった」

●紙芝居がおもしろかった ■土にタネを植えるのが
楽しかった」
先生より▶▶「事前準備や導入でうまく子どもを引き

付けてくださりテンポの良い展開だったので、長時

間の授業でも、

飽きずに楽しんでいた」「クイズや紙芝居を通してわかり

やすい内容であっ

た。年長組のみん

なもとても喜んで

いました。興味や

関心があり、話も

聞き、積極的に発

言もしていて楽し

かったです」

■わたに触るのが楽しかった ◯ぜーんぶ楽
しかった ◆紙芝居、クイズが楽しかった　
～保育園のまわりは、武蔵野の崖線に囲ま
れ、緑豊かな地域です。子どもたちも、のん
びりと活動を楽しんでいました。

先生より▶▶「クイズや感想など子どもたちが発

言する機会が多くてよかった。わたに関する興

味や関心は強くなったと思う。自分の洋服のタ

グを見るところは身近さや親しみを感じられた

と思う。わたとポリエステルの違いを知ると

き、容器を二人組で観るのはとてもよかった。

わたが植物であることを初めて知った子どもが

多かったようで学びになった」

●わたと友だちになれたことがたのしかっ
た □クイズがおもしろかった □紙芝居が
おもしろかった ◯お金や油のクイズが楽し
かった ■種を植えるのが楽しかった ●全
部楽しかった　～右写真、真剣に植えていま
す。すごい集中力です。下写真は、手でわたと

種を分
離 して
いますが、しっかりわたが付いていてなかなか取れません。や
はり集中して、わたを取っています。自然物への集中力はすご
いものです。
先生より▶▶「わたの種をいただき小皿で育てる段階から

当日のプログラムに期待を持ち参加することができた。

紙芝居や考える問題、実際に触れる植えることが体験で

き有意義な時間だった」

「からだにやさしくて あたたかい 　   わたを育てよう」
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板橋区立みなみ保育園
　５歳児13人◎5月24日（水）
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～ひろがるひろがるわたの栽培～SOEが育てて収穫した「わた」の種を今年も希望団体へお届けしました

みんなは種にびっしりついているわたを
指で取ってたけど、 「綿繰り機」 を使うと

簡単にできるので、 驚いています

水につけて
根の出た小さな種を

一人ずつ植えていく
注意を良く聴いて活動している
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5 月 14 日のステージプログラム「こども自然教室―赤塚植物園の宝探し―」に、ボ

ランティアとして参加し、紙芝居を読んだり、感想を語ったりする東京家政大学宮

地ゼミ３年生のみなさん。たくさんの子どもたちを喜ばせてくれました。

自然のたからもの探しのカード

を「見つけたシール」でいっぱい

にした親子さんの笑顔。特にお

父さんは、本当に子どもにかえっ

たみたいにうれしそうでした。

ケヤキ広場に出店

した「風となかよし

―かざぐるまをつ

くって回してあそ

ぼう―」も大盛況！

5月13-14日
板橋区立赤塚植物園
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センスオブアースは、出店と、舞台での自然観察「いもむしのたからぶくろ」プログラム実施


